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昭
和
五
十
三
年
度

歌
会
始
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

一
、
昭
和
五
十
．
．
一
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
母
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

二
、
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

q
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
、
人
一
首

と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

⑫
用
紙
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）

と
し
、
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

②
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
毛
筆
で

自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、

他
人
が
代
筆
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
が
、
代
筆
の
場
合
は
、
す
べ
て
そ

の
理
由
を
書
い
た
別
の
紙
を
添
え
て
下

さ
い
。
　
（
盲
人
の
方
は
点
｛
．
r
で
詠
進
し

て
も
よ
い
）

何
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、

開
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半
面

に
住
所
・
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ

き
）
　
・
生
年
月
日
及
び
職
業
（
な
る
べ

く
具
体
的
に
）

．
、
一
、
注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失
格
と
な

り
ま
す
。

q
、
人
で
二
首
以
h
詠
進
し
た
場
合

⑫
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
歌
と
同

一
又
は
著
し
く
類
似
し
た
歌
で
あ
る
場

合

◇
に
は
調
法

　
◇
郷
に
人
れ
ば
郷
に
従
え

◇
沙
汰
の
限
り

◇
地
獄
耳

ぴ
尻
馬
に
乗
る

軸
◇
吾
暇

紳紳
◇
手
も
足
も
出
な
い

◇
長
い
目
で
み

　
れ

◇
得
を
と
る
よ

　
り
名
を
と
れ

◇
逃
げ
る
が
勝
ち

き
垂
Y
？
き
～
‡
全

村
の
こ
と
わ
ざ

　
　
　
　
　
　
小
初

◇
逢
う
は
別
れ
の
は
じ
め

◇
朝
茶
は
三
里
戻
っ
て
も
飲
め

◇
い
つ
迄
も
あ
る
と
思
う
な
親
と
金
な

　
い
と
思
う
な
運
と
借
金

◇
一
寸
の
虫
に
も
五
分
の
た
ま
せ
（
魂
）

　
◇
お
か
で
ん
こ
に
あ
が
る

　
◇
恩
を
着
せ
る
親
の
欲
目

　
◇
鴨
が
葱
を
背
負
っ
て
く
る

　
◇
睾
丸
握
ら
れ
る

◇
馬
鹿
の
大
足
ま
ぬ
け
の
小
足

◇
火
に
油
を
そ
そ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
二
股
膏
薬

口
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
骨
折
損
の
く

　
　
定
夫
採
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
び
れ
儲
け

◇
見
る
人
は
見
て
い
る

◇
虫
も
殺
さ
ぬ
よ
う
な
顔
を
し
て

◇
餅
は
餅
屋

◇
焼
が
ま
わ
る

◇
横
車
を
押
す

◇
い
も
蔓
式

◇
お
っ
ぴ
つ
こ
に
三
年
た
ず
ね
る

◇
嘘
八
百
　
　
　
漏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

侶
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
な
わ
れ
る
以

前
に
、
新
聞
．
雑
誌
そ
の
他
の
出
版
物

・
年
賀
状
等
に
よ
り
発
表
し
た
場
合

儀
．
一
の
惚
に
記
し
た
代
筆
の
理
由
書
を

添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆
と
認
め
ら

れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌

憾
そ
の
他
こ
の
詠
進
．
要
領
に
よ
ら
な
い

場
合

四
、
詠
進
の
期
間

本
年
九
H
、
日
か
ら
十
H
卜
、
目
ま
で

と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が
ト
月

卜
一
日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

五
、
郵
便
の
あ
て
先

「
⑰
㎜
東
京
都
千
代
田
区
干
代
田
．
番

一
号
　
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠

進
歌
」
と
書
き
添
え
て
ド
さ
い
。
詠
進

歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

六
、
以
h
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
れ
ば
、

直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
住
所

氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
（
五
十
円

）
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
九
月
末

日
ま
で
に
照
会
し
て
下
さ
い
。

　
　
人
生
往
来

◎
産
　
声

桑山樋大村
原田口島山
郁寿雄達正
子…一一也史

一具房榮民
男明一一 ・治

　
田
　
沢

芋
川
新
田

　
通
り
山

清
田
山

西
　
方

富
井
真
澄

山
田
美
和
子

樋
口
圭
司

澤
田
芳
宏

◎
昇
天

昇正勝
　　　勇
三雄弘

市
之
越

田
　
代
小
原

山
　
崎

鈴羽南中南
木鳥雲島雲
元政茂司タ
春良一良マ

（
ぎ

（
四
四
）

（
六
四
）

（
七
。
）

（
六
八
）

本
屋
敷

上
　
山

堀
之
内

新
屋
敷
芋
川
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私たちの村
人　口 7，304（＋9）

男 3，622（　0）

女 3，682（＋9）

世帯数

一
1，671（一11）

　
　
二
．
諭
振

　
　
　
　
　
　
　
　
励

棚

7月31日現在

、

へ．
建

艦

「

『

発行所

新潟県中魚沼郡

中里村公民舘

毎月1回25日
定価　1部　5円

「
　
，
8
『
1
直
書
9
r
－
1
8
！
1
」

、
増
覇

8月

「
中
里
村
体
育
祭
」

　
　
　
　
　
お
た
が
い
の
健
康
と
融
和
を

　
八
月
二
十
八
日
（
日
）
田
沢
小
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
し
て
、
中
里

村
主
催
に
よ
り
「
健
全
な
社
会
体
育
の

普
及
に
つ
と
め
、
お
互
い
の
健
康
と
村

民
の
融
和
を
は
か
る
こ
と
。
」
を
目
的

と
し
て
、
中
里
村
体
育
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
、
中
里
村
老
人
生
き
が

い
対
策
事
業
の
「
老
人
ス
ポ
ー
ッ
大
会
」

が
合
同
で
開
催
さ
れ
、
幼
児
か
ら
老
人

ま
で
多
勢
が
参
加
し
て
、
力
い
っ
ぱ
い

プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
体
育
祭
は
、
長
い
間
実
施
さ
れ

て
き
た
村
民
運
動
会
が
と
だ
え
て
数
年

た
ち
、
こ
う
い
う
行
事
が
な
い
と
さ
み

し
い
と
い
う
声
を
反
映
し
て
、
体
育
指

導
委
員
と
体
育
協
会
の
企
画
立
案
に
よ

り
、
青
年
会
・
婦
人
会
・
老
人
ク
ラ
ブ

・
さ
ざ
波
会
（
民
謡
保
存
会
）
等
の
団
体

と
、
警
察
・
交
通
安
全
協
会
等
の
協
力

を
得
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
に
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
な
わ

れ
、
参
加
選
手
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し

て
、
次
に
幼
児
レ
ー
ス
が
終
わ
り
、
集

ま
っ
た
応
援
の
人
々
か
ら
盛
ん
な
か
っ

さ
い
を
受
け
な
が
ら
、
2
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
コ
ー
ス
の
ラ
ン
ナ
ー
を
先
頭
に
次
々

と
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。

　
全
員
に
記
録
証
が
わ
た
さ
れ
、
入
賞

者
に
は
大
会
会
長
（
村
長
）
か
ら
メ
ダ

ル
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
も
民
謡
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
・
楽
し
い
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
競
技

等
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
競
技
委
員
長
（
井
之
川
将
男
）
の
話

　
「
テ
レ
ビ
・
車
等
の
影
響
で
、
と
か

く
私
達
は
体
を
動
か
す
こ
と
を
避
け
た

が
る
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
健
康
が
大

切
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
こ
で
健
康
を
維
持
し
増
進
す
る
た
め

に
は
、
適
度
な
運
動
が
一
番
で
あ
る
。

　
今
日
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
元
気
な
プ
レ

ー
を
拝
見
し
た
が
、
は
た
し
て
今
の
若

い
人
達
が
六
十
才
・
七
十
才
に
な
っ
た

時
に
、
あ
れ
だ
け
の
動
き
が
で
き
る
か

ど
う
か
不
安
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
今
の
人
達
は
ほ
と
ん
ど
歩
か

な
い
か
ら
だ
。
わ
ざ
わ
ざ
道
具
を
使
っ

た
り
し
な
く
て
も
、
心
が
け
れ
ば
で
き

る
か
ら
、
つ
と
め
て
日
常
生
活
の
中
で

も
“
体
を
き
た
え
る
”
工
夫
を
す
べ
ぎ

だ
。
今
後
こ
う
い
う
行
事
が
ま
す
ま
す

盛
ん
に
な
り
、
全
村
民
が
参
加
さ
れ
る

こ
と
を
願
い
た
い
。
」
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お
年
寄
り
と
税
金

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
長

年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
お
年

寄
り
を
敬
い
、
長
寿
を
祝
う
行
事
が
各

地
で
催
さ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は

お
よ
そ
男
性
七
十
二
才
、
女
性
七
十
七

才
で
、
世
界
の
長
寿
国
の
ひ
と
つ
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
国
で
は
お
年
寄
り
の

社
会
福
祉
を
充
実
す
る
一
方
、
税
金
の

面
で
も
い
く
つ
か
の
特
典
を
設
け
て
い

ま
す
。

　
▼
お
年
寄
り
が
受
け
ら
れ
る
特
典

①
老
年
者
控
除
と
し
て
、
所
得
金
額
か

一“轍
　
鍵
　

年
金
積
立
金
の
使
い
み
ち

　
み
な
さ
ん
の
納
め
た
国
民
年
金
の
保

険
料
は
、
将
来
み
な
さ
ん
が
、
年
金
を

受
け
る
と
き
の
財
源
（
年
金
積
立
金
）

と
し
て
、
大
蔵
省
の
資
金
運
用
部
に
い

　
っ
た
ん
預
け
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の

年
金
積
立
金
は
、
政
府
の
財
政
投
融
資

計
画
の
資
金
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
年
金
積
立
金
は
、
み
な
さ
ん

ら
二
十
三
万
円
を
差
引
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

②
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的

年
金
や
恩
給
を
受
け
て
い
る
人
は
、
こ

れ
ら
の
収
入
金
額
か
ら
、
老
年
者
年
金

特
別
控
除
額
七
十
八
万
円
を
差
引
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
従
っ
て
、
公
的
年
給
や
恩
給
だ
け
の

収
入
金
額
の
人
は
、
老
年
者
年
金
特
別

控
除
七
十
八
万
円
、
老
年
者
控
除
二
十

三
万
円
、
給
与
所
得
控
除
五
十
万
円
、

基
礎
控
除
二
十
九
万
円
が
受
け
ら
れ
ま

す
か
ら
、
百
八
十
万
円
の
収
入
金
額
が

あ
っ
て
も
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
収
入
金
額
が
百
四
十
八
万
円

以
下
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養

控
除
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

の
年
金
を
支
払
う
た
め
の
も
の
で
す
か

ら
、
郵
便
預
金
や
税
収
入
な
ど
の
ほ
か

の
国
の
資
金
と
は
性
格
が
異
な
る
も
の

で
す
。
と
く
に
年
金
積
立
金
の
使
い
道

に
は
、
国
民
生
活
の
安
定
・
福
祉
の
向

上
に
役
立
つ
よ
う
な
事
業
に
と
注
文
が

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
の
年
金
積
立
金
の
う
ち

％
が
病
院
・
保
育
所
・
市
民
会
館
・
老

人
ホ
ー
ム
・
簡
易
水
道
・
ブ
ー
ル
・
体

育
館
な
ど
を
建
て
る
資
金
と
し
て
融
資

さ
れ
、
み
な
さ
ん
の
福
祉
増
進
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。
当
中
里
村
で
も
こ
の
年

（
以
上
は
六
十
五
才
以
上
で
所
得
金
額

が
一
千
万
円
以
下
の
人
の
場
合
で
す
。
）

　
▼
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
人

　
　
　
　
　
　
　
が
受
け
ら
れ
る
特
典

　
生
計
を
い
っ
し
ょ
に
し
て
い
る
親
族

で
、
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人
に
つ
い

て
は
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
と
し

て
一
人
当
り
二
十
九
万
円
を
所
得
金
額

か
ら
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ

の
控
除
の
対
象
と
な
る
親
族
が
七
十
才

以
上
の
お
年
寄
り
（
障
害
者
で
な
い
人
）

で
あ
る
と
き
は
、
一
人
当
り
二
十
九
万

円
の
代
わ
り
に
三
十
五
万
円
を
差
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

欝
蕪
　
　
　
　
難
・
顯
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤

　
な
お
、
そ
の
方
が
障
害
者
で
あ
る
と

き
は
、
扶
養
控
除
二
十
九
万
円
と
障
害

者
控
除
二
十
三
万
円
の
合
計
五
十
二
万

円
を
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
主
婦
の
バ
ー
ト
と
税
金

　
最
近
は
、
パ
ー
ト
で
働
き
た
い
と
い

う
主
婦
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
パ
ー
ト
収
入
と
所
得
税
の
関

係
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
奥
さ
ん
の
パ
ー
ト
に
よ
る
収
入
が
年

間
七
十
九
万
円
以
下
で
、
ほ
か
に
所
得

が
な
い
場
合
に
は
璋
し
が
か
か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
収
入
が
年
間
七
十
万
円
以

下
で
あ
れ
ば
、
御
主
人
の
所
得
か
ら
配

偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
税
務
署
・
税
務
相
談

室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

季
節
移
動
労
働
者
組
合

　
　
　
　
　
　
親
役
員
決
ま
る

　
さ
き
に
中
里
村
季
節
移
動
労
働
者
組

合
の
総
会
が
開
か
れ
、
次
の
方
が
新
役

員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

理
事
　
山
本
茂
雄

　
〃
　
　
清
滝
寿
雄

幹
事
　
富
井
　
一
男

監
事
　
井
ノ
川
敏
夫

1
、
題

葎
沢

東
田
尻

如
来
寺

本
屋
敷
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日

i
建
物
共
済
特
別
企
画
－

旅
行
と
保
険
を
セ
ッ
ト
で
ど
う
ぞ

　
中
里
村
役
場
農
業
共
済
係
で
は
左
記

の
旅
行
を
計
画
し
、
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
旅
行
に
（
一
コ
ー
ス
）
に
参
加

す
る
と
、
三
百
万
円
の
建
物
火
災
共
済

に
加
入
し
た
こ
と
に
な
る
特
典
が
あ
り

ま
す
。
近
所
の
方
を
さ
そ
っ
て
、
み
ん

な
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
悟
創
　
≒

　
　
　
　
　
　
　
　
羽
外
　
　
閣

馨
ぼ

謙
、
．

騨
、 編

金
積
立
金
の
融
資
を
受
け
て
、
中
里
村

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
光
永
館
）
の
建

設
や
、
東
田
尻
簡
易
水
道
水
源
改
良
工

事
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
長

副
組
合
長

理
　
事

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

樋
口
　
広
光

外
山
　
新
吾

服
部
昭
一

吉
楽
鉄
雄

井
ノ
川
茂
樹

大
島
今
朝
一

桑
原
重
信

大
口
　
幸
治

重田新本宮東た小
　　　屋　 田か
地代里敷中沢ば原
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初
秋
に
健
脚
を
き
そ
う
　
　
　
　
　
　
秒
　
　
秒
　
　
ー
　
　
秒
　
ー
　
　
　
　
秒
　
　
秒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
体
育
祭
績
杭
子
匙
夫
鞠
知
霧
彬
造
柚
煙
㏄
優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
俊
キ
四
利
キ
ニ
　
五
分
新
五
　
一
、
一
け
分

八
月
．
、
卜
八
日
、
中
里
村
体
育
祭
が
行
な
わ
れ
、
成
ー
分
木
3
分
津
3
分
田
ー
分
＋
坂
　
＋
　
分
原
　
二
田

擁
鯵
勢
離
畢
縫
鍔
蜘
軌
灘
蔀
抑
賑
慨
観
雛
懲
梨
鱗
懲
馴

健
脚
を
き
そ
い
ま
し
た
・
優
勝
を
ね
ら
っ
て
せ
り
一
フ
（
紀
美
低
次
幸
腐
美
之
ー
裕
幡
太
夫
峻
雄
厚
⑱
子
伊
侶
光
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
麻
直
子
淳
　
了
正
浩
子
章
　
康
敏
　
善
　
　
恵
文
　
博
正

あ
う
グ
ル
ー
ブ
、
完
走
を
め
ざ
し
て
あ
く
ま
で
も
マ
汝
原
辺
男
木
喜
男
原
坂
男
桐
部
島
島
部
木
口
子
口
田
子
田
楽

マ
イ
ペ
ー
ス
萎
人
、
い
ろ
い
ろ
の
走
り
方
が
欝
鱒
聯
騨
雛
戦
勲
激
箭
雛
轍
雛
糊
雛

　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
、
、
中
士
壮
、

あ
っ
た
が
　
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
後
は
全
員
満
足
そ
　
　
刀
　
　
　
刀
　
　
　
刀

う
な
笑
顔
を
み
せ
て
い
ま
し
た
．
　
　
　
一
人
残
ら
ず
受
け
よ
う

　
写
真
は
完
成
ま
ぢ
か
の
苗
場
山
麓
開

発
事
業
第
二
地
区
（
倉
俣
大
中
田
）

　
今
年
四
月
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
こ

の
工
事
は
、
二
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農

地
造
成
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
年
内
に
道
路

工
事
等
も
完
了
さ
せ
て
、
来
春
に
は
作

付
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
ー
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
－

　
昭
和
二
十
五
年
ま
で
死
亡
原
因
の
第

一
位
を
占
め
て
来
た
“
結
核
”
も
、
薬

の
開
発
、
結
核
対
策
の
推
進
、
国
民
の

生
活
水
準
の
向
上
等
に
ょ
り
、
年
々
減

少
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
だ
に
死
亡
原
因
で
は
第

十
位
を
占
め
、
年
間
死
亡
者
は
一
万
人

を
越
え
て
い
る
状
態
で
す
。
ま
た
、
年

令
別
傾
向
で
は
高
年
令
層
に
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
国
内
の
状
況
を
外
国
と

比
較
し
て
み
る
と
、
死
亡
割
合
で
は
オ

ラ
ン
ダ
の
九
倍
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
四
倍

で
、
十
年
以
上
の
遅
れ
が
あ
る
と
言
わ

れ
ま
す
。

　
中
里
村
で
は
、
六
月
か
ら
八
月
に
か

け
て
十
日
間
に
わ
た
り
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

診
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
の
結
果
は

ま
だ
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
昨
年
の
例
で

す
と
、
対
象
者
四
千
人
の
う
ち
検
診
を

受
け
た
人
は
三
千
五
百
人
で
、
五
百
人

の
人
が
受
け
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
年
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人
は
、

九
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
に
受
け
ら

れ
ま
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
重
要
さ

を
思
い
お
こ
し
、
年
一
回
は
検
診
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
（
保
健
課
）

農
作
業
事
故
に

　
　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
収
穫
の
秋
を
迎
え
て
忙
し
い
毎
日
か

と
思
い
ま
す
。
農
作
業
の
や
り
方
も
、

大
型
機
械
の
導
入
等
に
よ
っ
て
大
き
く

変
わ
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
一

瞬
の
気
の
ゆ
る
み
が
大
き
な
事
故
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
春
作
業
で
も
、
指
の
切
断
等

四
件
の
事
故
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
に
は
例
年
各
地
で
収
穫
機
等
に
よ
る

事
故
や
、
乾
燥
機
に
よ
る
火
災
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
よ
く
整
備
し
た
機
械
で
、
正
し
い
服

装
に
よ
り
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
作

業
に
あ
た
っ
て
下
さ
い
。
　
（
産
業
課
）

中
里
村
役
場
職
員
募
集

　
中
里
村
で
は
次
の
と
お
り
職
員
の
採

用
試
験
を
行
な
い
ま
す
。

一
、
職
種
及
び
募
集
人
員

　
　
一
般
行
政
事
務
職
員
　
　
若
干
名

　
　
看
護
婦
（
準
看
を
含
む
）
　
一
名

　
　
保
母
　
　
　
　
　
若
干
名

二
、
受
験
資
格

　
U
一
般
行
政
事
務
職
員

　
　
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有

　
　
す
る
者
で
、
昭
和
二
十
瓦
年
四
月

　
　
二
日
～
昭
和
三
七
£
年
四
月
一
日

　
　
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。
　
（
在
学
中

　
　
で
卒
業
見
込
者
を
含
む
。
）

　
ω
看
護
婦
（
準
看
を
含
む
）

　
　
年
令
五
十
才
以
下
の
有
資
格
者
。

　
⑬
保
母

　
　
年
令
三
十
才
以
下
の
有
資
格
者
。

※
そ
の
他
は
由
働
個
と
も
、
新
潟
県
町

　
村
人
事
事
務
組
合
の
職
員
採
用
初
級

　
試
験
実
施
要
綱
に
準
ず
る
。

三
、
試
験
方
法

　
qD
第
一
次
試
験
（
筆
記
）

　
　
高
等
学
校
卒
業
程
度
で
、
地
方
公

　
　
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
識
及

　
　
び
教
養
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
三
日
旧

　
働
第
二
次
試
験
（
面
接
）

　
　
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
上
旬
予
定

四
、
応
募
受
付

　
　
昭
和
五
十
二
年
九
月
十
日
か
ら

五
、
応
募
〆
切

　
　
昭
和
五
十
二
年
九
月
二
十
六
日

六
、
採
用
予
定
年
月
日

　
　
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日

七
、
応
募
申
込

　
　
中
里
村
役
場
総
務
課
で
申
込
書
を

　
　
交
付
し
ま
す
。

　
警
察
官
（
B
）
募
集

◎
採
用
予
定
人
員
　
約
五
十
人

◎
受
付
期
間
　
　
八
月
十
五
日
　
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
四
日
ま
で

◎
第
一
次
試
験
　
　
十
月
二
日
（
日
）

◎
第
二
次
試
験
　
　
十
一
月
下
旬

◎
受
験
資
格

　
○
昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
か
ら

　
　
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に

　
　
生
ま
れ
た
男
子

　
○
高
校
卒
業
程
度
の
学
歴
を
有
す
る

　
　
者
（
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

　
　
た
だ
し
大
学
卒
業
者
は
受
験
で
き

　
　
ま
せ
ん
。

　
　
詳
細
は
警
察
・
駐
在
署
へ


